
新
教
育
課
程
の
実
践
上
の
諸
問
題

-
　
「
総
会
化
」
を
め
ざ
し
た
「
国
語
I
」

朋
　
ゼ
　
」
M
B

本
年
比
の
先
業
会
の
研
究
協
議
会
の
題
目
は
'
「
新
教
育
課
程
の
実
践
上
の

∴

.

.

1

一

　

言

i

・

・

:

-

.

'

.

.

?

　

蝣

・

-

・

　

∵

　

　

　

　

　

　

」

　

　

　

り

っ
た
の
は
'
旧
都
五
十
凹
年
蛇
か
ら
机
柘
的
に
「
国
語
I
」
へ
の
耽
り
組
み
を

実
践
し
て
き
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
過
去
三
年
間
の
実
践
の
総
括

は
'
昨
年
比
の
研
究
協
議
会
(
「
国
語
I
」
の
あ
り
方
を
求
め
て
　
-
　
「
国
語
教

肖
研
究
'
第
二
七
号
」
に
収
録
)
に
お
い
て
、
本
校
の
悦
雄
博
昭
教
官
か
ら
詳

し
い
川
合
は
な
さ
れ
て
い
る
3
昨
年
度
に
克
ね
て
本
年
度
も
と
い
う
要
請
は
'

と
り
も
な
お
さ
ず
昭
和
五
十
七
年
度
の
実
践
の
報
告
を
ま
と
め
て
報
告
せ
よ
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
重
挺
す
る
が
'
過
去
三
年
間
の
「
国
語
I
」
の
放
り
組

み
の
概
略
を
説
明
し
'
そ
し
て
、
本
年
度
の
放
り
組
み
を
述
べ
る
こ
と
で
、

「
新
京
八
日
課
程
宗
践
上
の
諸
問
題
」
の
提
案
に
か
え
た
い
.

一
本
校
の
基
本
的
立
場

我
々
は
'
「
国
語
I
」
の
性
格
を
次
の
五
つ
に
ま
と
め
た
3

1
、
国
語
の
張
碓
的
・
兆
本
的
能
力
を
身
に
つ
け
る
科
目
で
あ
る
。

2
'
「
表
現
」
　
「
別
解
」
　
「
言
語
小
唄
」
の
二
仇
域
7
事
E
S
よ
り
構
成
さ
れ

て
い
る
。

の
指
導
を
中
心
に
　
-菅

　
　
原
　
　
敬
　
　
三

3
、
中
学
校
国
語
と
の
関
連
を
密
接
に
持
っ
た
科
目
で
あ
る
。

4
'
第
7
学
年
に
お
い
て
全
員
が
屈
習
す
る
科
目
で
あ
る
。

5
'
現
行
の
「
現
代
国
語
」
と
古
典
に
関
す
る
科
目
の
基
本
的
な
内
容
を
整

r
?
i
L
梢
成
さ
れ
た
総
合
的
な
科
目
で
あ
る
。

「
現
代
国
語
」
と
古
典
に
関
す
る
科
目
を
総
合
的
に
学
習
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
t
が
石
両
論
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
'
高
等
学
校
へ
の
進
学
率
が

九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
準
乙
、
し
か
も
古
血
ハ
を
学
習
す
る
意
義
が
問
い
直
さ
れ
て

い
る
現
状
を
踏
ま
え
て
の
学
習
指
導
要
伐
の
改
正
で
あ
れ
ば
'
そ
の
趣
旨
を
崩

も
生
か
し
得
る
方
法
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
'

兆
礎
・
益
本
を
問
い
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
'
学
習
者
の
色
担
を
梶
減
L
t
し
か

も
学
習
意
欲
を
喚
起
す
る
方
法
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
に

ハ
?
:
0そ

こ
で
へ
　
「
国
語
I
」
に
取
り
組
む
姿
勢
を
'
本
校
八
人
の
教
官
が
討
論
を

損
ね
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
た
の
で
あ
る
。

1
'
「
国
語
工
」
の
性
格
上
'
現
代
文
・
古
文
・
洪
文
を
総
合
的
に
学
習
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
C
.

2
'
「
国
語
I
」
の
総
合
化
は
t
 
T
単
光
の
中
に
現
代
文
・
古
文
・
洪
文
を

含
む
こ
と
に
よ
っ
て
効
果
的
に
達
成
さ
れ
る
。

3
'
単
兄
の
構
成
は
'
主
題
を
棚
に
し
た
も
の
が
望
ま
し
い
。
い
わ
ゆ
る
エ
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題
単
九
で
'
あ
る
7
つ
の
主
題
の
も
と
に
'
現
代
文
・
古
文
・
漢
文
を
総

合
的
に
学
習
す
る
方
が
、
ジ
ャ
ン
ル
単
元
や
技
能
単
九
よ
り
も
効
果
的
で

S
I
S

す
な
わ
ち
'
「
主
題
単
元
に
よ
る
、
現
代
文
・
古
文
・
漢
文
の
総
合
化
を
図

る
」
と
い
う
の
が
'
本
校
の
並
木
的
立
切
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
立
切
で
「
国

語
I
」
に
取
り
組
め
ば
'
日
本
文
化
を
過
去
か
ら
現
在
へ
と
連
続
し
て
と
ら
え

る
こ
と
が
で
き
る
ば
か
り
で
な
-
'
古
典
の
学
習
を
生
き
生
き
と
よ
み
が
え
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
学
習
者
の
思
考
お
よ
び
認
識
の
拡

充
と
深
化
が
図
れ
る
と
い
う
の
を
'
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
た
の
で
あ
る
.
そ

れ
を
模
式
的
に
図
示
す
れ
ば
'
次
の
よ
う
に
な
る
。

二

　

主

題

の

検

討

次
に
'
ど
の
よ
う
な
主
題
を
設
定
す
る
の
が
過
当
か
'
か
な
り
の
時
間
を
さ

い
て
検
討
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
意
見
を
出
し
合
い
'
次
の
図
式
に
お

ち
つ
い
た
。

現
　
　
　
行

本

校

の

試

み

古

文文文.V.

過
去
か
ら
未
来
へ
の
人
間
の
営
為
　
-
　
「
腫
史
」
　
-
　
の
流
れ
を
'
現
在
と

い
う
時
点
で
裁
断
す
れ
ば
'
大
き
-
「
自
然
」
と
「
文
化
」
と
い
う
も
の
が
考

え
ら
れ
る
。
そ
し
て
'
全
的
な
も
の
と
し
て
'
「
社
会
」
・
「
他
者
」
を
想
出
し
、

そ
れ
に
対
す
る
個
的
な
も
の
と
し
て
「
家
」
・
「
自
己
」
を
想
定
し
た
3
ま
た
、

そ
の
中
を
細
-
検
討
し
て
'
次
の
十
の
主
題
を
設
定
し
た
。

「
自
我
」
　
「
愛
」
　
「
旅
」
　
「
戦
争
」
　
「
社
会
」
　
「
文
化
」
「
芸
術
」
「
言
語
」

「
歴
史
」
　
「
自
然
」
。

な
お
'
「
文
化
」
は
'
科
学
・
芸
術
・
風
俗
習
慣
・
こ
と
ば
な
ど
に
細
分
さ

れ
'
「
社
会
」
は
、
社
会
機
構
や
戦
争
・
平
和
な
ど
に
細
分
さ
れ
る
も
の
で
あ

5s&



三
　
過
去
三
年
間
の
実
践
的
研
究
の
概
略

仙
　
昭
和
五
十
四
年
度
の
試
み

以
上
の
検
討
を
経
た
上
で
'
実
践
研
究
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
殺
初
に

取
り
上
げ
た
主
題
は
「
自
然
」
で
あ
る
。
「
自
然
」
を
取
り
上
げ
た
出
由
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

1
'
人
間
・
社
会
を
大
き
-
つ
つ
み
'
あ
る
と
き
は
そ
れ
ら
を
は
ぐ
-
み
'

あ
る
と
き
は
相
対
す
る
も
の
で
あ
り
'
人
間
の
原
点
と
も
い
い
う
る
存
在

で
あ
る
C
P

り
一
'
だ
れ
も
が
日
ご
ろ
接
し
て
い
て
親
し
み
や
す
く
と
り
つ
き
や
す
い
。

そ
れ
で
い
て
'
探
究
の
及
ん
で
い
な
い
面
も
多
々
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

3
、
今
日
的
課
題
で
あ
り
'
学
習
者
に
と
っ
て
も
興
味
関
心
が
大
き
-
t
か

つ
問
題
意
識
も
強
い
と
思
わ
れ
る
。
学
習
者
(
指
導
者
も
含
め
て
一
の
現

状
認
識
か
ら
出
発
し
'
い
わ
ゆ
る
〝
ゆ
さ
ぶ
り
〃
と
い
う
過
程
を
経
て
'

」
認
泊
へ
L
j
:
=
"
"
i
i
L
　
る
.

人㊦美しさ・感動担)/
諭しさ・畏怖(C)＼

m
m

E
」
*
g

＼
/

-

/

-

-

'

i

.

'

蝣

'

!

<

<
-
 
~
i
K
Q
神
柑

㈲
　
自
然
と
の
7
体
感

u
 
r
z
北
へ
の
H
怖

㈲
　
自
然
の
師
服

㈲
　
自
然
の
破
壊
I
公
告
問
題
　
-

次
に
へ
ど
の
よ
う
な
角
蛇
か
ら
「
自
然
」
に
切
り
込
む
か
の
検
討
に
入
り
'

上
図
の
よ
う
な
分
析
の
結
果
へ
紬
か
ら
㈲
ま
で
の
五
つ
に
整
托
し
、
四
つ
の
班

が
単
元
「
自
然
」
に
取
り
組
ん
だ
。

①
「
自
然
へ
の
回
帰
」
　
(
古
文
・
洪
文
)
・
-
・
・
長
谷
川
・
竹
本
グ
ル
ー
プ

㊥
「
自
然
と
人
間
の
諸
相
」
　
(
現
代
文
・
古
文
・
漢
文
「
　
小
山

④
「
自
然
観
の
断
絶
」
　
(
現
代
文
・
古
文
)
　
　
城
(
衣
)
・
荘
原
グ
ル
ー
プ

④
「
日
本
人
の
自
然
観
と
そ
の
課
題
」
　
(
現
代
文
・
古
文
・
漢
文
)
　
　
砧

(
芳
)
・
批
雑
グ
ル
ー
プ

詳
し
く
は
、
「
r
国
語
I
j
の
実
践
的
研
究
仙
　
-
　
単
冗
「
自
然
」
の
場
合

⊥
一
本
校
「
国
語
科
研
究
紀
要
」
第
十
　
n
W
　
を
参
娼
さ
れ
た
い
。

単
刀
を
組
む
に
当
っ
て
'
滋
も
配
慮
し
た
の
は
、
教
材
の
発
桐
と
単
元
の
構

成
で
あ
っ
た
.
月
二
回
の
勉
強
会
の
席
で
、
「
単
冗
設
定
の
趣
旨
」
や
「
教
材

の
配
列
」
な
ど
'
国
語
科
教
師
八
名
で
検
討
を
加
え
「
単
冗
構
成
表
」
を
作
っ

て
い
っ
た
。
次
に
単
元
構
成
表
の
一
例
を
示
す
。
(
次
ペ
ー
ジ
参
照
)

凪
　
昭
和
五
十
五
年
度
の
試
み

第
二
年
次
は
、
単
元
「
愛
」
を
取
り
上
げ
'
四
つ
の
尖
践
を
行
っ
た
3
「
愛
」

に
つ
い
て
の
切
り
込
み
方
や
単
元
構
成
は
'
昨
年
度
と
同
様
で
あ
る
。

①
「
変
　
-
　
出
合
い
と
別
離
と
1
」
　
(
現
代
文
・
古
文
・
洪
文
)
-
L
j

谷
川
・
堀
(
泰
一
グ
ル
ー
プ

㊥
「
私
の
考
t
e
る
愛
の
す
が
た
」
　
(
現
代
文
・
洪
茎
-
・
・
・
山
本

G
J
 
T
C
o
八
　
-
-
J
j
い
の
ョ
p
-
　
」
　
　
代
i
J
.
古
て
i
　
　
甑
(
廿
)

①
「
状
況
と
愛
の
姿
」
.
(
現
代
文
・
古
文
)
・
・
・
-
-
-
・
・
・
-
菅
原

詳
し
く
は
「
r
国
語
I
j
の
実
践
的
研
究
i
i
l
即
元
「
愛
」
の
場
合
　
-
　
」

(
本
校
「
国
語
科
研
究
紀
要
」
第
十
二
号
)
　
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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画計揺

次



㈲
　
昭
和
五
十
六
年
度
の
試
み

第
三
年
次
は
'
「
自
然
」
・
「
愛
」
を
除
い
た
八
つ
の
主
題
単
冗
を
'
そ
れ
ぞ

れ
担
当
者
を
決
め
て
分
担
し
た
。

①
「
芸
術
　
-
　
制
作
と
享
受
　
-
　
」
　
(
現
代
文
・
古
文
)
-
・
-
菅
原

㊥
「
こ
と
ば
」
　
(
現
代
文
・
古
文
・
漢
文
)
　
　
山
本
・
竹
本
グ
ル
ー
プ

⑨
「
歴
史
　
-
　
時
代
に
生
き
る
人
々
　
-
　
」
　
(
現
代
文
・
古
文
・
洪
文
一

・
・
・
長
谷
川
・
血
雄
グ
ル
ー
プ

④
「
自
我
　
-
　
少
女
た
ち
の
心
I
」
　
(
別
代
文
・
古
文
)
-
-
城
(
秦
)

⑤
「
戦
争
と
人
間
　
-
　
虻
民
の
課
題
　
-
　
」
　
(
現
代
文
・
古
文
.
)
-
-
間
雄

⑥
「
文
化
　
-
　
年
中
行
事
　
-
　
」
　
(
現
代
文
・
古
文
・
漢
文
)
-
-
-
小
山

の
「
社
会
と
ひ
と
」
　
(
現
代
文
・
古
文
・
漢
文
)
・
・
・
-
山
本

⑧
「
旅
の
こ
こ
ろ
」
　
(
現
代
文
・
古
文
・
洪
文
)
-
-
描
(
芳
)

な
お
へ
①
・
◎
・
㊥
・
④
は
実
際
に
授
業
を
行
い
'
⑤
・
⑥
・
①
・
㊥
は
叫

元
計
画
の
細
案
を
立
て
る
に
と
ど
め
た
。

単
元
計
画
の
1
例
を
紹
介
す
る
。

愛

材
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四
　
本
年
度
の
試
み

過
去
三
年
間
の
放
り
組
み
は
、
「
国
語
工
」
の
趣
旨
を
巌
も
生
か
し
得
る
方

法
を
求
め
て
行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
課
題
も
あ
る
が
(
「
国
語
教
育
研

究
'
第
二
十
七
号
所
収
'
「
国
語
工
」
の
実
践
的
研
究
　
-
　
「
総
合
化
」
を
め

ざ
し
て
　
-
　
世
縫
博
昭
の
項
参
照
)
'
我
々
が
当
初
想
定
し
た
と
お
り
へ
学
習

者
に
忠
堵
・
認
識
の
拡
充
・
深
化
を
も
た
ら
し
'
合
わ
せ
て
古
山
ハ
学
習
の
活
性

化
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
う
。

と
こ
ろ
で
'
本
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
「
国
語
工
」
の
教
科
書
が
'
十
三
社

か
ら
十
七
種
頚
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
'
そ
の
教
科
滋
を
使
っ
て
我
々
が
め
ざ
す

「
総
合
化
」
に
近
づ
け
て
み
よ
う
と
す
る
の
が
、
本
年
度
の
試
み
で
あ
る
。

ま
ず
'
刊
行
さ
れ
た
十
七
柚
須
の
教
科
雷
を
分
類
し
て
み
る
と
'
次
の
三
つ

の
坦
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

A
型
　
現
代
文
舶
♂
古
文
編
ク
洪
文
如
　
(
1
)

B
型
　
現
代
文
/
古
文
/
現
代
文
/
漢
文
　
　
(
i
f
i
¥

C
型
　
現
代
文
・
古
文
・
漢
文
/
現
代
文
・
古
文
・
漢
文
-
-
(
1
)

(
括
孤
内
の
数
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
型
に
該
当
す
る
教
科
F
:
=
数
を
示
す
。
)

A
型
と
B
型
と
は
'
そ
れ
ぞ
れ
「
現
代
文
」
・
「
古
文
」
・
「
漢
文
」
の
学
習
香

通
し
て
'
結
果
と
し
て
三
者
の
「
総
合
化
」
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
'
新

学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
十
分
に
生
か
し
た
も
の
と
は
言
い
難
い
。
ま
た
へ
　
C

型
に
屈
し
て
い
る
教
科
書
は
'
ジ
ャ
ソ
ル
を
中
心
に
「
総
合
化
」
を
は
か
っ
た

も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
'
我
々
の
考
え
る
「
主
題
単
冗
に
よ
る
総
合
化
」
を
'
新
し
く
刊
行

さ
れ
た
教
科
古
を
利
用
し
て
め
ざ
し
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
訳
で
あ

る
。
本
年
度
の
取
り
組
み
の
1
斑
表
を
示
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

人
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T
組
は
'
本
校
が
作
成
し
た
十
の
主
題
学
兄
を
・
8
心
に
し
た
　
二
部
教
材
の

差
し
替
え
は
あ
る
が
)
　
取
り
組
み
で
あ
る
。

二
組
は
、
1
組
と
同
様
、
主
題
単
刃
を
軸
と
し
て
い
る
が
'
教
科
書
(
主
に

「
国
語
I
」
の
教
科
書
　
に
採
録
さ
れ
た
教
材
を
極
力
利
用
す
る
取
り
組
み
で

あ
る
。三

組
は
、
現
代
文
と
古
山
ハ
を
そ
れ
ぞ
れ
の
授
業
担
当
者
が
分
担
し
'
学
期
に

7
つ
の
主
題
単
元
を
組
む
も
の
。

四
組
は
'
あ
る
単
光
は
ジ
ャ
ン
ル
へ
ま
た
あ
る
単
元
は
主
題
で
'
ま
た
別
の

年

間

指

導

計

画

案

単
元
は
ジ
ャ
ン
ル
に
主
題
を
組
み
合
わ
せ
て
'
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
す
る

も
の
。五

組
は
'
ジ
ャ
ソ
ル
で
構
成
さ
れ
て
い
る
教
科
-
"
2
に
主
題
を
持
ち
込
み
、
企

て
の
単
元
を
ジ
ャ
ソ
ル
に
主
題
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
。

ま
た
、
本
年
度
の
試
み
に
は
t
 
T
組
か
ら
五
組
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
に

お
い
て
'
「
年
間
指
導
計
画
案
」
と
H
学
期
の
指
導
計
画
細
案
」
を
用
意
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
一
端
を
紹
介
す
る
。

故

文
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六
'
歴
　
史

-
時
代
に
生
き

る

△
「
野
麦
峠
」
(
山
本
茂
美
)

△
「
安
井
夫
人
」
(
森
鴎
外
)

m
&

△
「
花
山
院
の
出
家
」

(・%)

。
「
鞍
腹
撃
填
」

一
十
八
史
略
)

「
伝
記
○
○
」
を
読
ん
で

(
感
想
文
)

(
教
育
実
習
)

七
'
戦
　
争

-
苦
し
み
と
憤

り
と

△
「
黒
い
雨
」
弄
伏
鱒
二
)
虜

△
「
戦
中
日
記
」

【

　

・

・

　

)

　

-

:

,

　

‥

△
「
義
仲
投
期
」

t
-
^
c
語
)

△
「
兵
申
行
」
一
札
甫
)

「
戦
争
体
験
を
閏
-
」

八
へ
変

-
喜
び
と
嘆
き

。
「
レ
モ
ン
哀
歌
」

(
高
村
光
太
郎
)

。
「
バ
ッ
タ
と
鈴
虫
」

(
川
端
康
成
)

。
「
父
と
子
の
手
紙
」

(
岡
本
7
平
・
太
郎
一

手紙　小説　詩
4　　　4　　2

。
「
筒
井
筒
」
(
伊
勢
物
語
)
河谷

串
「
問
瀕
だ
四
草
(
論
語
)
面

o
「
送
友
人
」
　
へ
李
白
)
　
容

o
「
月
夜
」
(
粧
甫
)
　
　
首
請

△
「
帰
京
」
　
(
土
佐
日
記
)

「
愛
」
と
は
何
か
　
(
話
し
合
い
)
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九
'
作
　
文

I
手
紙
文
を
古

一
＼

o
手
紙
の
書
き
方

手
紙
文
を
読
む

・
検
討

手
紙
文
を
苫
-

推
蔽
・
措
讃



ヽ
.

′

忠

rfi
12

l
　
学
期
指
導
計
画
細
案



∴

標
　
(
内
　
容
)

目
　
　
　
標
　
(
技
　
能
)

一
!
=
　
語
　
小
　
w

悲

「
自
然
へ
の
回
帰

の
旅
」(

辻
　
邦
生
)

1
'
自
然
と
人
間
と
の
望
ま
し

い
関
係
を
と
ら
え
さ
せ
る
。

2
'
雅
者
の
自
然
を
見
る
目
の

特
色
を
と
ら
え
さ
せ
る
。

3
'
甥
者
の
主
張
・
考
え
方
を

明
ら
か
に
さ
せ
る
。

1
'
文
章
の
要
旨
を
叙
述
に
即

し
て
'
的
確
に
と
ら
え
さ
せ

る
。

2
'
筆
者
の
も
の
の
見
方
・
考

え
方
を
と
ら
え
さ
せ
る
。

。
語
句
の
意
味
・
用
法

。
文
末
表
現

「
春
　
暁
」(

孟
浩
然
)

「
尋
胡
旧
㍊
」

(
商
　
務
)

「
絶
　
句
」(

杜
　
甫
)

-
V

1
'
春
の
暁
の
様
子
を
と
ら
え

さ
せ
る
。

2
'
春
に
対
す
る
作
者
の
思
い

を
芳
'
.
i
Y
J
せ
る
.

1
'
句
法
に
注
意
さ
せ
る
。

2
、
主
・
述
の
関
係
を
明
ら
か

に
さ
せ
る
。

3
'
転
句
の
働
き
を
考
え
さ
せ

iO'

。
訓
読
の
き
ま
り

。
語
朋
・
旬
の
組
み
立
て

。
語
句
の
意
味
'
哨
調

1
'
「
悶
㍍
」
の
-
r
3
昧
内
容
を

明
確
に
さ
せ
る
。

2
'
「
到
邦
家
」
ま
で
の
情
損

を
と
ら
え
さ
せ
る
0

3
へ
自
然
と
1
体
化
し
て
い
る

作
者
の
心
情
を
と
ら
え
さ
せ

る
。

1
、
反
復
表
現
の
ね
ら
い
を
考

え
さ
せ
る
。

2
、
対
句
表
現
に
よ
る
詩
的
効

果
を
考
え
さ
せ
る
。

。
訓
読
の
き
ま
り

。
語
句
の
働
き

。
名
詞
の
雄
列

w
m

1
'
静
寂
な
「
成
柴
」
の
枇
界

を
読
み
と
ら
せ
る
。

2
'
「
畑
柴
」
の
坊
を
絵
画
化

さ
せ
る
。

1
'
構
成
の
巧
み
さ
に
気
づ
か

;
a
a

2
'
す
ぐ
れ
た
表
別
を
味
わ
わ

せ
る
.

。
語
句
の
働
き

。
韻
字

。J*r調

谷

教
　
科
　
書

1
'
の
ど
か
な
赤
の
情
出
を
読

み
と
ら
せ
る
。

2
、
作
者
の
心
情
・
境
遇
を
想

旧
B
m
S
I
S
E

1
'
春
を
う
た
う
素
材
を
抜
き

出
さ
せ
る
。

2
'
一
詩
対
句
構
成
で
あ
る
こ

と
に
注
目
さ
せ
る
。

。
返
り
点
の
法
則
性

。
漢
詩
の
き
ま
り

3
a
&



「
春
は
あ
け
ぼ
の
」

(
田
中
津
江
)

「
五
月
の
山
思
」

(
枕
叩
子
)

文

1
'
四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を

述
べ
た
作
者
の
鋭
い
感
覚
を

と
ら
え
さ
せ
る
。

2
、
「
枕
草
子
」
第
一
段
に
対

す
る
解
説
者
の
評
価
を
通
し

て
、
自
然
と
人
間
と
の
関
係

を
h
:
%
y
j
せ
る
.

1
'
問
題
・
事
が
ら
の
取
り
あ

げ
方
を
と
ら
え
さ
せ
る
0

2
へ
す
ぐ
れ
た
表
現
を
味
わ
わ

せ
る
。

。
文
・
文
章
の
組
み
立
て

.
語
句
の
意
味
・
用
は

。
体
言
止
め
の
効
果

1
'
五
月
の
山
出
を
歩
-
筆
者

の
喜
び
を
和
解
さ
せ
る
。

2
'
喜
び
の
由
っ
て
-
る
所
を

と
ら
え
さ
せ
る
。

3
'
作
品
の
背
景
を
な
し
て
い

る
思
い
　
　
　
を
n
.
,
i
c
p
さ
せ

る
。

1
'
作
者
の
感
動
の
拭
点
・
あ

り
か
を
と
ら
え
さ
せ
る
。

2
、
全
体
の
雰
囲
気
を
と
ら
え

さ
せ
る
。

。
古
今
異
義
語

。
語
句
の
意
味
・
用
法

○
文
語
の
き
ま
り

t- -̂
-rf-　お

話
し
合
い

「
自
然
の
中
に
生

き
る
」

1
'
単
元
「
自
然
」
を
終
え
て

感
じ
た
こ
と
を
話
し
合
わ
せ

る
3

2
.
日
分
と
自
然
と
の
か
か
わ

り
を
話
し
合
わ
せ
る
.

1
'
結
論
と
説
明
と
を
は
っ
き

り
と
区
別
さ
せ
る
。

2
'
他
人
の
意
見
に
対
し
て
自

分
の
意
見
を
持
た
せ
る
。

。
語
尾
の
明
瞭

。
大
き
い
声

菅原・長谷川
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(
咋
問
指
導
計
画
案
の
教
材
の
配
列
は
'
そ
の
ま
ま
授
業
の
展
開
を
示
す
。

従
っ
て
へ
　
1
単
冗
内
で
は
右
か
ら
左
へ
授
業
が
展
開
す
る
。
教
材
が
縦
に
並

ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
'
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
の
授
業
が
並
行
し
て
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
示
す
.

な
お
'
教
材
の
上
に
付
い
て
い
る
記
号
は
'
次
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

0
-
-
担
当
の
ク
ラ
ス
で
使
用
し
て
い
る
教
科
古
に
収
録
さ
れ
た
教
材

△
　
　
他
の
教
科
古
に
収
録
さ
れ
た
'
ま
た
収
録
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
教

材

*
-
-
持
ち
込
み
教
材

お
　
わ
　
リ
　
に

四
年
間
に
及
ぶ
「
国
語
I
」
の
実
践
的
研
究
の
概
略
を
紹
介
し
て
き
た
が
'

「
国
語
工
」
　
へ
の
取
り
組
み
1
つ
を
取
り
上
げ
て
も
'
「
新
教
育
課
程
の
実
践

上
」
に
は
'
多
様
な
問
題
が
放
た
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
O
単
元
の
構
成

(
主
題
の
設
定
'
主
題
へ
の
切
り
込
み
'
教
材
の
選
定
へ
教
材
の
配
列
へ
日
揮

言
語
事
項
)
　
か
ら
単
冗
の
配
列
H
年
間
を
見
通
し
た
単
兄
の
配
列
)
　
ま
で
'



問
題
は
多
岐
に
わ
た
る
。

四
年
間
の
実
践
を
机
み
爪
ね
て
き
て
'
1
つ
の
区
切
り
が
つ
い
た
感
は
あ
る

が
、
我
々
は
今
原
初
的
で
い
て
'
ま
た
新
た
な
問
題
に
立
ち
返
っ
て
い
る
。

「
国
語
I
」
の
性
格
に
か
ら
ん
だ
こ
と
で
あ
る
が
'
「
中
学
校
と
の
開
通
を
密

接
に
持
ち
'
国
語
の
端
艇
的
・
張
本
的
な
能
力
を
身
に
つ
け
る
科
目
で
あ
る
」

と
し
な
が
ら
も
、
「
国
語
工
」
が
必
修
で
あ
る
と
い
う
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
そ

れ
臼
休
完
結
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
は
'
「
国
語
工
」
で
つ
け

る
べ
き
学
力
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
'
そ
れ
に
開
通
し
て
'
評
価
は
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
よ
い
か
。
来
年
度
に
向
け
て
取
り
組
み
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(
-
S
-
3
大
　
出
s
^
i
十
は
i
l
ハ
S
)




